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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁基板上に複数のＧａＮ系発光ダイオード素子を形成してなる発光装置であって、
　前記複数の発光ダイオード素子は前記絶縁基板上に二次元配置され、
　前記複数の発光ダイオード素子は、互いに反対極性として第１の組と第２の組とに電気
的に分けられるように２個の交流電源用電極に並列接続され、
　前記第１の組を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光ダイオード素子の
負電極と、前記第２の組を構成する発光ダイオード素子のうちの前記いずれかの発光ダイ
オード素子に隣接する発光ダイオード素子の負電極が共有されて電気的に接続されること
を特徴とする発光装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記２個の交流電源用電極は、前記マトリクス状の配置の対角線の両端に配置されるこ
とを特徴とする発光装置。
【請求項３】
　請求項１記載の装置において、
　前記２個の交流電源用電極は、前記マトリクス状の配置の端部の両端に配置されること
を特徴とする発光装置。
【請求項４】
　請求項１記載の装置において、
　前記２個の交流電源用電極と前記複数の発光ダイオード素子は、それぞれ、平面形状が
略同一形状かつ同一サイズであることを特徴とする発光装置。
【請求項５】
　請求項１記載の装置において、
　前記２個の交流電源用電極と前記複数の発光ダイオード素子は、平面形状が略正方形で
あってマトリクス状に配置されることを特徴とする発光装置。
【請求項６】
　請求項１記載の装置において、
　前記第１の組を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子と、前記第２
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の組を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子とが、全体として略正方
形状を形成し、それぞれ異なる側から負電極を共有するように配置されることを特徴とす
る発光装置。
【請求項７】
　請求項１記載の装置において、
　前記第１の組を構成する全ての発光ダイオード素子が２つの交流電源用電極の間で直列
に接続されることを特徴とする発光装置。
【請求項８】
　請求項７記載の装置において、
　記第２の組を構成する全ての発光ダイオード素子が２つの交流電源用電極の間で直列に
接続されることを特徴とする発光装置。
【請求項９】
　請求項１記載の装置において、
　前記第１の組の発光ダイオード素子が第１の発光ダイオード素子の列と第２の発光ダイ
オード素子の列とを含み、前記第２の組の発光ダイオード素子が第３の発光ダイオード素
子の列と第４の発光ダイオード素子の列とを含み、前記第３の発光ダイオード素子の列が
前記第１の発光ダイオード素子の列と前記第２の発光ダイオード素子の列との間に配置さ
れ、
　前記第１の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極が前
記第３の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極と共有さ
れ、電気的に接続されることを特徴とする発光装置。
【請求項１０】
　請求項１記載の装置において、
　前記第１の組の発光ダイオード素子は、第１の発光ダイオード素子の列と第２の発光ダ
イオード素子の列とを含み、
　前記第２の組の発光ダイオード素子は、第３の発光ダイオード素子の列と第４の発光ダ
イオード素子の列とを含み、
　前記第３の発光ダイオード素子の列は、前記第１の発光ダイオード素子の列と前記第２
の発光ダイオード素子の列との間に配置され、
　前記第２の発光ダイオード素子の列は、前記第３の発光ダイオード素子の列と第４の発
光ダイオード素子の列との間に配置され、
　前記第１の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極と、
前記第２の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前
記第３の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前記
第４の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極とがそれぞ
れ共有され、電気的に接続されることを特徴とする発光装置。
【請求項１１】
　請求項１０記載の装置において、
　前記第１の組の発光ダイオード素子は、さらに第５の発光ダイオード素子の列をも含み
、
　前記第２の組の発光ダイオード素子は、さらに第６の発光ダイオード素子の列をも含み
、
　前記第４の発光ダイオード素子の列は、前記第２の発光ダイオード素子の列と前記第５
の発光ダイオード素子の列との間に配置され、
　前記第５の発光ダイオード素子の列は、前記第４の発光ダイオード素子の列と前記第６
の発光ダイオード素子の列との間に配置され、
　前記第２の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極と、
前記第４の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前
記第５の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前記
第６の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極とがそれぞ
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れ共有され、電気的に接続されることを特徴とする発光装置。
【請求項１２】
　請求項１１記載の装置において、
　それぞれの発光ダイオードの素子の列は、前記絶縁基板上で直線上に個別で配置される
ことを特徴とする請求項１０記載の発光装置。
【請求項１３】
　請求項１０記載の装置において、
　前記第１の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極と、
前記第２の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前
記第３の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前記
第４の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極とがそれぞ
れエアブリッジ配線を通じて共有され、電気的に接続されることを特徴とする発光装置。
【請求項１４】
　請求項１１記載の装置において、
　前記第１の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極と、
前記第２の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前
記第３の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前記
第４の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極とがそれぞ
れ第１のエアブリッジ配線を通じて共有され、電気的に接続され、
　前記第２の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極と、
前記第４の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前
記第５の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の正電極と、前記
第６の列を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光素子の負電極とがそれぞ
れ第２のエアブリッジ配線を通じて共有され、電気的に接続されることを特徴とする発光
装置。
【請求項１５】
　請求項１４記載の装置において、
　第１のエアブリッジ配線と第２のエアブリッジ配線が前記絶縁基板の両端に配置される
ことを特徴とする発光装置。
【請求項１６】
　請求項１記載の装置において、
　前記複数の発光ダイオード素子は、平面形状が三角形であり、
　前記第１の組を構成する発光ダイオード素子のうちのいずれかの発光ダイオード素子と
、前記第２の組を構成する発光ダイオード素子のうちの前記いずれかの発光ダイオード素
子に隣接する発光ダイオード素子は、三角形の１辺で対向することで平面形状が略正方形
となるように配置され、対向する辺において負電極を共有することを特徴とする発光装置
。
【請求項１７】
　請求項１から１６のいずれか記載の装置において、
　前記第１の組の発光ダイオード素子と前記第２の組の発光ダイオード素子は、ジグザグ
状に互い違いに配置されることを特徴とする発光装置。
【請求項１８】
　請求項１から１７のいずれか記載の装置において、
　前記複数の発光ダイオード素子は、一体として形成されていることを特徴とする発光装
置。
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